
6月14日～1７日にかけて、南部Aブロック総体が各地で開催されました。3年生にとって
は中学校最後の集大成となる大会でした。保護者の皆様の声の限りに応援されている姿
に、顧問の先生方の試合を見つめる真剣なまなざしに、そして何より選手の皆さんの一球
一球、一打一打にこの大会に込められた熱い思いを感じました。
試合を終え、ここまで頑張ってきた自分や、共に苦しい練習を乗り越えてきた仲間に対し、

何か沸き起こる気持ちがあったはず。その時感じた「何か」が、これから皆さんが困難に出
会った時、皆さん自身を支えてくれる糧になってくれることでしょう。本当にお疲れ様でした。

皆さんは「言霊（ことだま）」という言葉を聞いたことがありますか？古代日本で、言葉に
宿っていると信じられていた不思議な力のことです。その力とは自分が発した言葉が本当
になるということです。そしてその言葉は、いつか自分に返ってくるということです。信じる、信
じないは人それぞれですが、私は信じています。人に優しい言葉をかけると、人から優しくさ
れる。逆に人に傷付く言葉をかけると、人に傷付けられる。そんな経験が私にはあるからで
す。言葉は使い方しだいで、心を優しく包み込む包帯になり、また心を切り裂くナイフにもな
ります。みんなが言葉の使い方に気を付けて、「ふわふわ言葉」で優しさあふれる日和佐中
学校にしたいですね。
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